２０２５年１１月２７日
北海道知事　鈴木直道　様
泊原発の廃炉をめざす会　共同代表　市川守弘
　　　　　　　　　　　　　同　　　中村廣治
　　　　　　　　　　　　　同　　　間谷真澄


署名「泊原発の再稼働を認めないでください」9,063筆の提出について

　平素よりの道政を通じて、私たち道民へのお心遣いに感謝を申し上げます。
[bookmark: _GoBack]　さて私たちは2011年の東日本大震災における福島第一原発事故を我がこととし、北海道で唯一の原子力発電所である「泊原発」の廃炉を求めて提訴した市民団体です。2022年5月31日の札幌地裁の判決では「運転差止」が認められ、現在控訴審で係争中です。
　そのような中2024年元日に能登半島地震が発生し、海岸線が最大４m隆起するなどこれまでの経験を覆す災害を目の当たりにしたことから、人間と原発の共存はあり得ないとあらためて表記「泊原発の再稼働を認めないでください」の署名活動に取り組んできました。

　鈴木知事は、泊原発３号機の再稼働について「道民や道議会、関係自治体の声を踏まえて総合的に判断する」と繰り返されてこられました。ところが報道によりますと「11月28日に開催される道議会で再稼働を容認する考えを表明する」ということが示されています。議会での十分な議論も行われていないにもかかわらずこれが事実であるとするなら、鈴木知事が述べてこられた道民の声を踏まえるというのはどのように理解すればよいのでしょうか。北海道主催の住民説明会は、多くの道民の生命と生活に関する事柄にも関わらず特定少数地域での開催にとどめられており、その説明会においても敷地内活断層、海底活断層、防災対策などに対する不安や疑問が続出していました。そうした直後の今回の報道はとても信じられません。

　鈴木知事はこの間「原発は安全性の確保が大前提」と述べられています。そうであるならば、「100％の安全を保障するものではない(原子力規制委員会)」という泊原発の再稼働を容認した場合、複合災害の際の全北海道民の安全をどのように担保されるのでしょうか。
福島第一原発事故では多くの県民の人生を狂わせました。事故がなければ、家族の離散も、生業の廃業や倒産も、転校先でのいじめも、甲状腺がんとの闘いもなかったはずです。鈴木知事の一言が私たち北海道民の存立を左右するのです。
ここに「泊原発の再稼働を認めないでください」の署名９,063筆をお届けしますので、どうか北海道電力泊３号機の再稼働を認めないようご決断ください。

